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情報ネットワークシステム

情報ネットワークシステムは,コンピューティングソールからコミュニケーションツールヘ,社会･文化のインフラストラクチャヘと変化している｡

わが何で研究者が｢インターネット+を利用し始

めたのは1980年代小ごろからである｡コンピュータ

ネットワーク｢インターネット+を他用した‾世界の

研究者とのコミュニケーションを通して,研究活動

のオープン化,活性化が実三呪されている｡

今,このような流れが企業やオフィスを包み込も

うとしている｡オフィスでのLANの一汗及やパソコン

過信ネットの普及により,情報ネットワークシステ

ムは企業内や個人だけでなく,業界さらに社会全体

に広がってきている｡ここでは,本社の情報データ

ベース利同時のオフィス作業の省力化･自助化を速

く,汀こ確に実行するコンピューティングツールとし

ての利川だけではない｡打ち合わせ結兄報一告や新業

務についての議論等の竜一了-メールによる連結,製品

開発の共同プロジェクト推進のためのグループl勺連

携や,電イ▲掲ホ板等による社内外との情報人手･処

*

F川二製作所 コンピュータ事業本部 **l卜､■7二製作所肺幸は過イJ■1i業部

〕埋･発信などのコミュニケーションツールとしての

利用が急速に進展してきている｡

このように情報ネットワークシステムは,コンピ

ュータ利用の環境変化と同時にコンピューティング

ツールからコミュニケーションツールへと変化して

いる｡

日立製作所は,1993年10JJに企業情報ネットワー

クコンセプトPLANET/EX(Exte11dedI)1atfol-m

for Advanced Netwnrk)を碓_11二するとともに,パ

ーソナルなマルチメディアコミュニケーションシス

テムの実現をはじめとした企業内だけでなく介業閃,

さらに海外とのコミュニケーション製品を整備する

ことにより,企業の業楕革新を支援していく｡さら

に,社会･文化のインフラストラクチャとしての情

報ネットワークシステムの実現を口指し,製.■.いサ

ービス商品の研究･開発を進めていく考えである｡
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n はじめに

企業情報ネットワークシステムは,分散化,オープン

化,さらには情報のマルチメディア化などにより,一つ

の卜人な情紬システムへと変化しようとしている｡

だれでも,どこからでも情事はを臼在にアクセスでき,

如一打や映像などの新しいメディアをi‾.千川できるネットワ

ークが,これからのビジネス環士削こ)拝められる｡さらに,

業緒は個人と個人のコミュニケーションがベースとなっ

ており,簡単に,楽しく,臼山に,一女仝に行えるコミュ

ニケーションの改井と括別が業務革新の実現に必要とな

ってし-る｡

lり絹望作所は,そのため_企業の川題解決を拙宅するネ

ットワークソリューションを柱とし,こうしたネットワ

ークニーズにトータルでこたえる新しい企業情刊iネット

ワークコンセプト"PLANET/EX”を確立した｡

ここでは,情糀ネットワークシステムの勤Irりと,パソ

コン(パーソナルコンピュータ)やワークステーションを

利別するユーザーの視点から確立された"1)LANElソ

EX''の概吸 および今後の展開について述べる｡

8 情報ネットワークシステムの動向

人の什事を代卜汚する道具としてのコンピュータは,速

く,正確に軌き作業の省力化,白軌化に役､丁二ってきた｡

しかし,今やコンピュータはパソコンに代表されるよう

に人の創造的･知的活動の道央として芙しく,おもしろ

く,妨しく,左肺に,楽しみながら,個人が多分野での

コミュニケーションツールとして利用するようなものに

なってきた｡

情報ネットワークシステムは,製造を‾支えるコンピュ

ータシステムを支援するだけでなく,11常の仕事やfl一三i■†

での文化的i･.†軌に影響をノi･え,l世界人類乍件の三[i爪様式

を改汚するビークルとして発展している｡

2,1インターネット利用の急速な増加

｢インターネット(Internet)+とは,令体としてひとつ

のネットワークとして機能するようにしたもので,i三に

TCP/1P(Transmission ControlI)rotocol/Illterllet

f)rotocol)と呼ばれるプロトコルで相克接続されている

牡舛的コンピュータネットワークである｡

インターネットは仕掛いが接続されたグローバルでか
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米国以外の地域の増加が急速て

1995年には米国を追い越す状況
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図l世界中を結ぷ｢インターネット+とネットワーク数の推移

世界150以上の国や地域で2.000万人以上が通信をしているグローバルでオープン,かつフリーなネットワークである｡30分ごとに新しいネッ

トワークが接続されている｡紛争防止や発展途上国の生活改善にも活用される｡
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つフリーなネットワークで,ビジネス,研究情報さらに

｢]常生捕に関する情事【i交換に利用されている(図1参

照)｡新聞,ラジオ,テレビに次ぐ情報化社会のインフラ

ストラクチャとして普及し,牡界の紛争防止や発展途上

同の生i'斤改善の情報交換にも利用されている｡

現在2‾ガ3,000以__Lのネットワークが相互接続され,

230ブブ台以上のコンピュータが直接インターネットに接

続されている｡壮界150以_卜の同や地域で利用者の数は

2,000ブ才人とも3,000万人とも言われ,ファイル転送(FTP:

FileTransferProtocol),電子メール(SMTP:Simple

MailTransfer Protocol)や情報アクセス〔www

(WorldⅥrideWeb)/Gopher(ゴーフア)やMosaic(モザ

イク)〕などの利用が急速に増加している｡このインター

ネットを核として,行【匂のパソコン通信ネットや多くの

介業の情報ネットワークが接続され,グローバルなコミ

ュニケーションインフラストラクチャを形成している｡

このような動1乙Jから,インターネット技術が世界標準

となる傾向にある｡LANでのTCP/IP技術も一例であ

り,企業内での!左価な相克接続性を実現する技術として

も採刷されている｡

なお,口立製作所はインターネットの普及啓発や技術

開発活動に積極的に参加していく｡

2.2 コミュニケーションの変化

オフィスなどでのパソコンを利用したコミュニケーシ

ョン例を日記調で以-‾Fに記す｡

朝,オフィスのパソコンを寸二ち上げ,電子メールを見

る｡社内連絡用メールに混じって米同やインドネシアな

ど海外からのメールが着いてし､る〔例えば,筆者のインタ

ーネット糊メールアドレスは"h-kobayashi@comp.

hitachi.co.jp”で,これは口本(jp)の企業(co)である口

立製作所のコンピュータ事業本部(comp)所属の小林とい

うことを示す,他界で唯一の名前である｡〕｡まずインドネ

シアからのメールを読む｡1994年6月‾始めにインドネシ

アで最初のインターネットが稼動し,そのチームへのお

祝いに対する返事であった｡次に米匝lの仕事仲間からの

メールを開く｡1994年初めから米国で運朋された電子取

り引きを実現する南川インターネット"CommerceNet''に

関する情報が添付されている｡おもしろい情報なので,

掲示板に載せて共通情報として活用できるようにした｡

次に,ATM(AsynchronousTransferMode:非同期

転送モード)に関する米国ベンダのプ芭表記事が雑誌に簡

単に載っていたので,詳細情報を人手することにした｡

そこで情報アクセス円ソフト"Mosaic”を起勤して,そ
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図2 インターネットの情報提供サーバの出力画面

グラフイカル表示ツールのMosaicを使用し,製品情報や企業情報

などの企業活動の広報に活用されている｡この画面は,】994年7月

27日から提供開始した日立製作所の画面である｡

のベンダのWWWサーバに新製品発表情報の検索を開

始した｡米国ベンダの名前を指定して簡単なコマンド

(http://WWW,abc.comでabcが米田ベンダ名)を投

入すると数分後〔もう少し速いとよいのであるが,わが国

と米凶の回線速度や加入者l=Ⅰ線が細く(約64キロビット/

sから数百キロビット/s),イメージや音声情報などのマ

ルチメディア情報車云送に時間がかかる｡〕カラフルなその

ベンダのホームページ(初期画面)が表示された｡後は続

けて指定どおりの操作で数口前に発表された新製.訓育報

が内向に表示されてきた｡企業活動のPRに利別され始

めた情報提供サーバの耐向の例を図2に示す｡最近では,

オンラインカタログのビジネスにも利用されている｡

午後,社外の委員会に出席する｡パソコンを持ち出し

議事l勺苓や感想を打ち込みながら会議に参加する｡今｢1

はひさしぶりに家に直接帰る予定である｡次l叫までの調

査項目を報告書にまとめ,オフィスで行っているのと同

じ手順で文書をメールにし,メール送信の処理をした(実

際に送信はされていない)｡電話ボックスを見つけ,パソ

コンにISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork)カ

ードを差し込み,一方を電話機のISDNジャックにセッ

トする｡これでダイヤルすれば実際にメールが送信され
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図3 リモートアクセスを容易にするネットワーク用カード

持ち運びに便利であり,パソコンに差し込むだけでオフィスと同

じような利用が可能となる｡

る｡64kビット/sの速度なので簡単なイメージ情報も短

時間で送ることができる｡どこでも,同じパソコン操作

でオフィスにいるのと向じようにリモートアクセスでき

るようになったのも,通信機能が小型のカードで実現で

きるようになったからである｡通信機能を実現するネッ

トワーク用カードを図3に示す｡

｢1立‾･製作所でもATMの製品化が進んでいるので,こ

のATMネットワークが｢情報ハイウェー+の基幹ネット

ワークとして利用されると,今まで数分かかっていたマ

ルチメディア情報の通信が数秒になり,快適な,使って

楽しいコミュニケーション環境になる｡最近のネットワ

ークの高速化の状況を図4に示す｡｢情報ハイウェー+が

現実になれば,パソコンでテレビも見られるし,VOD
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図4 最近のネットワークの高速化状況

LANの普及とATM技術の普及により,ネットワークのシームレス

化が進み,どこからでも同じように利用できるようになることが期

待され`ている｡
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図5 パソコンの普及とLAN接続比率
わが国でのパソコンも1995年には累計l′000万台になり,その40

%がLANに接続される｡

(Vide()OnDemand)により,好きな映画を好きなときに

見ることもできる｡

R､-/二製作所は,このような業務の効率向上を実現する

コミュニケーション環境を提供するためのインターネッ

ト関連,ISDNや無線用カード,さらにルータやATM

LANなどのネットワーク製品やサービス商品を開発し

提供していく｡

田 クライアントサーバシステム対応の企業情報

ネットワークコンセプト"PLANET/EX”

3.1パソコン/+AN環境の急拡大

パソコンの普及は,1995年には約1,0007J台を超え,そ

のLAN接続比率も40%以上となる状況である(図5参照)｡

このようにLANを中心としたCSS(Client Server

System)の形態が普及し,さらにオフィスのネットワー

ク(LAN)間を相互接続した企業全体のインターネット

ワーク構築が進展している｡また,オフィスから離れた遠

隔地から電話,ISDN,無線などを利用してオフィス内サー

バへのリモートLANアクセスの利用も開始されている｡

パソコンから従来のメインフレームヘの問い合わせ業

務や,データベースアクセス,インターネットへのアク

セスに加え,電子メールやグループワーキングのような

ネットワークアプリケーションも充て尖し,マルチメディ

アの利用も急拡人している｡

このような新しい環境に対応する企業情報ネットワー

クランセプトであるPLANET/EXについて次に述べる｡

3.2 PJANET/EXとその特長

トータルシステムコンセプト"FOREFRONT''黙)

※)FOREFRONT:最先端という意味であり,1990年代の

‖立製作所のコンピュータ事業運常方針を言う｡
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ネットワークシステムに関する

顧客の悩み･要求

bも

マネシメント

アント

セキュリテ1

コネクティヒテイ

ネットワーク

ソリューシ]ン

ク

アプリケーシ]ン

∠ク

PJANET/EX

{=}

So山t10n Added Ne仙即kforYou

図6 ``so山tion Added NetworkforYou''の実現

PLANET/EXでは,コネクティビテイ,マネジメント アンド セキ

ュリティ,アプリケーションの技術とノウハウを結集したネットワ

ークソリューションを提供し,顧客の悩み,要求に適応した
【`so山tion Added Network''を実現する｡

(フォアフロント)に某づき,21‾ll絹Jを[i指した新しい介

業恰糾ネットワークコンセプト"PLANET/EX”は,従

火のネットワークコンセナ■ト"PIノANET''(プラネット)

をベースに,新たなネットワークソリューションを核と

して,ネットワークのコネクティビテイ,マネジメント

アンドセキュリティ,アプリケーションのそれぞれの分

野で献客の札･1=こ巾二つ新しいコンセプトである｡

(1)"Soluti(〕11Added Networl(”の米収

Ⅰ)LANI工｢1ソEXのネットワークソリューションが実りユ

する介某怖幸】iネットワークを"S()1uti()11Added Net-

Ⅵ′()rk''と銘づける(図6参月く1)｡

(2)Ⅰ)LANI二T/EXの‾iミな特長

(a)ネットワークソリューション(FOREFRONlソ

SS-1TetⅥr()rlく)

LAN,WANグ)構築,ネットワークの選別･管化

さらに電子メールやセキュリティなどの行椎アプリケ

ーションまで,技術とノウハウを駆使して,多様な紫

求にこたえるネットワークソリューションを川点する｡

(1))コ･ネクティビティ

マルチベンダ環瑞でのコミュニケーション′夫呪のた

め,い引祭標準,業界標準を積椒的に採別し,オープン

なネットワーク環境構築をl刈っている｡また,LANと

LANを右tiび付け,ネットワークの広域化,統fナ化をl､ズl

るインターネットワーキングに対応したマルチプロト

コルルータ,ATM LAN,無線過信や移軌体油仁など

のネットワーク製品も幅広く提供する｡

(C)マネジメント アンド セキュリティ

ト人化･梅雑化･高度化するネットワークでは,小

さなトラブルでも,その影響はシステム全体に及び,

ネットワーク管印はますます重要になっている｡また,

CSSの企業全体でのi､斤=Jにはネットワークセキュリテ

ィに対する配慮が必安となっている｡

(〔l)アプリケーション

EDI(ElectrollicDataIllterChange),マルチメディ

ア屯イーメール･電了･対話･グループワーク,トランザ

クション処坤,テレビ公議,コンピュータテレフォニ

ー連携,VODやFAXコネクションなど,オフィス業務

の効率的な遂行や,ビジネスチャンスの拡人を実現す

るネットワーク堀端を牛みHしていく｡

臼 おわりに

企業の装荷革新を支えるだけでなく,社会･文化へ;;音き

響をノj･える社会インフラストラクチャともなってきてい

る怖糀ネットワークシステムへの期待はますます増大し

てきている｡より高速に,より一女全に八と八,八とコン

ピュータなどのコミュニケーションをて太現するネットワ

ークは,その利=機岩;与の多様化,利川方法や操作件のIrり

卜･約以イヒにより,水道･ガス･竜妄ものような身近なも

のとなってきている｡

Il､■/二製作所は今後も,こク)ような.たi度情幸馴ヒ社会およ

び介諜…の菜摘-う〔新を‾支援する情報ネットワークシステム

の′大別を11指しAl｢M,コンピュータテレフォニーやイ

ンターネットなどへの対応を強化していく考えである｡
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